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１｜大切にしたい想い

「toi toi toi」は、ドイツのおまじないの言葉で、幸運や成功を祈る

メッセージです。「だいじょうぶ」「だいじょうぶ」

それぞれの不安や焦りを乗り越えていける不思議な言葉です。

Mission(存在意義)
子どもが安心して

“自分に戻れる”居場所をつくる

Vision（未来像）
子どもが「ここがあってよかった」

と思える地域を育てる。

Value（大切な価値）
～５つのこだわり～

1. そのままを受け止める

　　気持ちに正解を求めない。

2. ゆっくりでいい

　　子どもの歩幅に合わせる。

3. 安心を大切にする

　　空間も関係も、あたたかく。

4. 小さな変化を見つける

　　ほんの少しの前進を喜ぶ。

5. つながりを育てる

　　子ども・家庭・地域がゆるやか

　　につながる。

子どもが抱える小さな不安や、

言葉にならない気持ちを、 その

まま受け止められる場所であり続

ける。 ここに来れば、ほっと息が

つける。 そんな当たり前を、丁

寧に育てていくことが使命です。

ひとりひとりの子どもが、 安心

を土台に、自分らしい未来へ歩き

出せる社会へ。

小さな居場所がつながり、 地

域全体が子どもをやさしく包み

込む世界を目指します。



子どもが扉を開けると、ふわりとあたたかい
空気が迎えてくれる。ここは、心がそっと羽
を休めるための、小さな駅のようなあたたか
い居場所。
言葉にできない気持ちを抱えたまま、 疲れ
てしまう一日もある。そんな時、立ち止まれ
る場所があるだけで、自分らしさを取り戻せ
る。ここは、そんな小さな心をそっと休める
場所。言葉にならない気持ちが、静かにゆっ
くりほどけていく。

２｜ここが必要な理由



ここに来る子どもたちは、それぞれみん
な違う理由がある。
・静かに過ごしたい子。 
・誰かと少しだけ話したい子。
・ただ、安心したい子。
・誰かの気配に安心する子。
ここでは、ありのままのあなたでいい。
自分らしく。
ここに来る理由なんかいらない。

３｜対象の子ども



４｜過ごし方① 自由時間

積み木の音、紙の手ざわり、 小さな
笑い声が、ゆっくりと部屋に広がる。 
遊ぶ手が動くたび、 心の中の固まっ
たものが少しずつ溶けていく。

子どものいろんな体験は一生のタカラモノ
小さな体験はいつか大きな自信に変わるよ。
遊ぶ
創作する
本を読む
ぼーっとする



５｜過ごし方②
スタッフとの関わり

スタッフは急がない。答えも求めない。
ただ隣にいて、 子どもの心が開くのを
静かに待つ。 
その時間が、あたたかい灯りになる。

「これからどうなっていくんだろう」って考えると
誰でも不安になる。

「自分にできることはなんだろう」って考えたら、
そこから大切な何かが動き出す。
あなたのタイミングを大切にします。



６｜スタッフ・運営方針

子どもの歩幅に合わせて歩く。
ゆっくりでも、止まってもいい。
安心が積み重なるたび、 子どもの
世界は少しずつ明るくなるから。
その光を信じて、私たちはここに
いる。

子どもたちが夢を持つことができるように、
様々な体験を行い、

やってみる・選ぶ・振り返る・力を合わせることを経験し、
「生き抜く力、自立する力、自己肯定感」 

を育めるような活動をしています。



柔らかい光が差し込む部屋
好きな場所を自分で選べる小さな自由 

ここは、子どもが「ここなら大丈夫」と思える
空気で満ちている。

７｜空間紹介



社会福祉法人伊佐市社会福祉協議会

伊佐市子ども第三の居場所 ほっとステーションtoi toi toi

電話：0995-26-4120　FAX：0995-26-4783

メール：toi.toi.toi＠isa-shakyo.jp

〒895-2527 鹿児島県伊佐市大口下殿1678番地10

８｜お問い合わせ



MEMO



来た時より、少しだけ軽い心で帰っていく。

 その小さな変化は、 明日を生きる力の種になる。 

種は見えなくても、確かに芽を育てている。

いつでもあそびにおいで。

THANK YOU

子ども第三の居場所スタッフ一同


